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＜導入開始＞ 

 

2015年1月 

  First (FCE) 

  Advanced (CAE) 

  Proficiency (CPE) 

 

 2016年2月 

   Key (KET)  

      Preliminary (PET) 

 

出所：http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams/cambridge-english-scale/ 

① 情報更新 

• Cambridge English Scale （スコア 80～230） 

• 日本初CBT試験センター誕生 

http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams/cambridge-english-scale/


②-1 導入事例（大学入試） 

「2016年度の一般入試において英語外部試験を利用する大学」          

 神田外語大学   PET以上は、満点換算 

 武蔵野大学    Preliminary（PET）以上は、みなし得点100点 

 関西学院大学     First (FCE) 以上 

 立命館アジア太平洋大学  スコア169*以上は満点換算  *CEFR B2, FCE相当       

＜特別入試＞ ※出願資格 

 国際教養大学  PET以上 

 中央大学  CPEもしくはCAEの合格者 

 創価大学    PET以上 

 神田外語大学 PET以上 

 名城大学  PET以上 

    立命館アジア太平洋大学  活動実績アピール方式 スコア140以上、英語基準AO方式 スコア153以上 

 
＜2017年度入試＞ 

 
＜2018年度入試＞ 

 
＜2019年度入試＞ 

 筑波大学  ※実施方式および導入年（前倒しを含む）は検討中 
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②-2 導入事例（授業） 
（東京都江東区） 

Cambridge PET for Schools コース Grammar 文法 

コース期間 2年間：中3～高１ 

英語力 
レベル 

Good second language  
優れた第二外国語（目安：英検準2級程度） 

授業数 週3（50分授業） 週3（50分授業） 

使用言語 英語のみ（ネイティブの英語科教員） 英語および日本語（日本
人の英語科教員） 

授業 
スタイル 

Active, Collaborative, fun 日英両言語による徹底指
導 

評価 試験、宿題、授業態度、PET模擬試験、実際
にPET受験の機会あり 

通常コースの生徒と同じ
試験とカリキュラム 

中高生対象のPETを選んだ理由は？ 
 
• Cambridge English:PETは、留学、

旅行、ビジネスで英語を使うことがで
きる中級レベルの英語力の到達を証明
するテスト 

 
• 世界で通用する試験であり、「読む」

「書く」「話す」「聞く」4技能すべ
てにおいてその能力があることを示す
ことができるテスト 

 
• 英語を暗記するのではなく、理解し、

自信をもって使うことができることに
重点を置く授業アプローチに合致 

出所： http://www.ariake.kaetsu.ac.jp/contents/pdf/2015/Kikokusei_Brochure_2016.pdf 
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②-3 導入事例（インターンシップ） 

グローバルに通用する英語力を示す国際資格のニーズの高まり（ケンブリッジ英検） 
CEFRなど国際的な尺度や指標に基づく教授法や教員養成の必要性（TKT） 

グローバルに活躍できる人材の育成 

ニセコ地域でインターンシップを実施 

外国人観光客の増加による国際リゾート化 － 英語によるインターンシップが可能な環境 

「読む」スキル 
自身が携わる仕事の範囲で
あれば、日常業務では目に
しない内容のレターや論理
的な記事であっても一般的
な意味は理解できる。 

「聞く」スキル 
難しくない内容であればプ
レゼンテーションやデモン
ストレーションを理解でき
る。 

「書く」スキル 
主題が身近で予想可能であ
るミーティングやセミナー
であれば、ある程度正確な
ノートをとることができる。 

「話す」スキル 
自身が携わる仕事の範囲の
ことで難しくない内容であ
れば、顧客に対してアドバ
イスをすることができる。 

出所：大学英語教育学会 第54回
（2015年度）国際大会 
「北星学園大学短期大学部英文学科
のグローバル人材育成 北海道ニセ
コ地域における企業や教育機関と連
携したグローバル人材育成の取組 」 
（北星学園大学短期大学部 
白鳥金吾先生 ポスター発表資料を基
に作成） 
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③ スコア分析分布 
2009～2015年 KET&PET for Schools 日本人受験者(15～18歳） 

KET(A2 ) Candidates 15-18, 2009 - 2015

Grade

Standardised

sco re % cum %

B1 95-100 0.19% 100.00%

B1 90-94 1.15% 99.81%

A2 85-89 4.22% 98.66%

A2 80-84 10.75% 94.43%

A2 75-79 21.11% 83.69%

A2 70-74 23.61% 62.57%

A1 65-69 12.09% 38.96%

A1 60-64 11.13% 26.87%

A1 55-59 5.95% 15.74%

A1 50-54 5.57% 9.79%

A1 45-49 1.92% 4.22%

<A1 40-44 1.73% 2.30%

<A1 35-39 0.00% 0.58%

<A1 30-34 0.58% 0.58%

100.00%

PET(B1 ) Candidates 15-18, 2009 - 2015

Grade

Standardised

sco re % cum %

B2 95-100 0.00% 100.00%

B2 90-94 1.15% 100.00%

B1 85-89 2.68% 98.85%

B1 80-84 7.28% 96.17%

B1 75-79 13.79% 88.89%

B1 70-74 15.33% 75.10%

A2 65-69 16.86% 59.77%

A2 60-64 13.03% 42.91%

A2 55-59 16.48% 29.89%

A2 50-54 7.28% 13.41%

A2 45-49 4.21% 6.13%

<A2 40-44 0.38% 1.92%

<A2 35-39 1.15% 1.53%

<A2 30-34 0.38% 0.38%

100.00%
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④ 研究調査関連 

Hebei Schools  
(China) 

ケーススタディ：中国河北省の公立学校 

出所：Research Notes Issue 50, November 2012 

「河北省影響調査：中国河北省の公立学校にお
けるCambridge Englishの試験がもたらした影響に
関する研究」 
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http://www.cambridgeenglish.org/research-and-validation/published-research/research-notes/


ケーススタディ：中国河北省の公立学校 
2009年～2015年7月までの実績 

 
• 2015年だけで約3万人の生徒が参加

するプロジェクト 
• 公立の15校が参加（主に中学校） 
• 生徒の年齢は上限16歳 
• 国際児童英検(YLE)、ケンブリッジ

のプレースメントテスト、KET(A2)、
PET(B1)、FCE(B2)を学校のカリ
キュラムに追加して学習 

• 累計でプレースメントテスト
20,000人、その他のテスト18,000
人以上活用 

• 教員が英語教授知識認定テスト(TKT)
を約1,000モジュール受験 

• 3万人の生徒がTKTの研修を受けた教
員の指導のもと英語を学習 

• TKTが職能開発に役立っており、先生方に人気 
• 「話す」力が（中国河北省内の統一テストの成績で）他校の生徒より格段に優れ

ているため生徒にも好評 
（原文）Popular with students as their oral skills are much better (outperform students in 
Chinese regional English tests) 8 



出所 Grade statistics  2012 
        (KET): http://gradestatistics.cambridgeenglish.org/2012/ket.html  

       (PET): http://gradestatistics.cambridgeenglish.org/2012/pet.html  9 

http://gradestatistics.cambridgeenglish.org/2012/ket.html
http://gradestatistics.cambridgeenglish.org/2012/ket.html
http://gradestatistics.cambridgeenglish.org/2012/pet.html
http://gradestatistics.cambridgeenglish.org/2012/pet.html


←省略 

グローバルな視点で日本人の英語力を捉えるグレード統計 

Preliminary for Schools (PET for Schools) CEFR B1 データ出所：Grade statistics 2014 

Preliminary for Schools (PET for 
Schools) 
Percentages in each grade for all 
sessions by country / territory. 
 
※ウェブサイトで公表しているデータ 

←省略 

PET for Schools 
(CEFR B1)の統計か
ら、世界の中で日本
の学生の英語レベル

が実感できる 
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公益財団法人 日本英語検定協会 

英検・TEAP・IELTS 
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ご説明の流れ 

① 【英検・TEAP・IELTS】情報更新 

 

 

② 【英検・TEAP・IELTS】導入事例 

 

 

③ 【英検・TEAP・IELTS】受験状況 

 

 

④ 研究調査関連 
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①【英検】情報更新 

http://www.eiken.or.jp/


© Eiken Foundation of Japan, All rights reserved 4 

①【英検】情報更新 

2級ライティングの問題例 

今後の実用英語技能検定の各級における測定技能一覧（2016年度以降）  

CSEと英検4技能化を連動させ、
大学入試に向けて、より一層 
利便性の高い資格・検定試験へ 

http://www.eiken.or.jp/


© Eiken Foundation of Japan, All rights reserved 5 

• CSEとは。英検・英検IBAも含め、あらゆる英語能力検定試験のスコアを一本化
することを目的とした共通スケールです。 

• このスコアを継続的に活用することにより、過去の自分のスコアと比較し、能力
向上を簡単かつ定量的に確認することができます。 

• 英検・英検IBA・TEAP等のマッピングをスタートしております。 

①【英検】情報更新 

http://www.eiken.or.jp/


© Eiken Foundation of Japan, All rights reserved 

①【英検】情報更新 
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札幌 

福岡 大阪 

名古屋 

仙台 

広島 
兵庫 埼玉 

横浜 
千葉 

東京 

京都 

沖縄 

英検CBT： 
一次試験は全国13都市で実施！ 
（二次試験はオンライン面接、人による面接の選択可） 

http://www.eiken.or.jp/
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①【英検】情報更新 

検定料助成制度 

助成制度 対象 対象級・条件 

研究校 「英語教育強化地域拠点事業」で指定
された研究校 

1級    5,000円 
準1級  4,000円 
2級    3,000円 
準2級  2,500円 
3級       2,000円 
4級    1,000円 
5級    1,000円 

 
※1級・準1級は団体・本会場申込に限る 
※2級~5級は団体・準会場申込に限る 
 

研修協力校 「外部専門機関と連携した英語指導力
向上事業」で指定された研修協力校 

スーパーグローバル 
ハイスクール（SGH） 
指定校 

「スーパーグローバルハイスクール事業」の
SGH指定校 
※アソシエイトは除く 

英語担当教員向け 1条校の内、中学・高校・中等教育学
校・特別支援学校・高等専門学校に勤
務する常勤の英語担当教員。 

1級： 4,000円 
準1級 3,000円 
※期間：2012年度第1回～2016年度第3回検定 

小学校教員向け 1条校の内、日本国内の小学校に勤務
する常勤の教員。 

1級： 4,000円 
準1級 3,000円 
2級： 2,500円 
※期間：2012年度第1回～2016年度第3回検定 
 

http://www.eiken.or.jp/
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①【TEAP】情報更新 

～2016年度入試、TEAP利用型入試広がる～ 

 

上智大学 
2015年度入試： 

「TEAP利用型」と「学科別入試」の合計により過去最高志願者数を記録 
2016年度入試： 

全体の約3割の学科にて4技能スコアを導入 

 

青山学院大学 
文学部英米文学科、地球社会共生学部、総合文化政策学部における一般入試 

 

東京理科大学 
経営学部ビジネスエコノミクス学科一般入試「グローバル方式入学試験」 
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①【TEAP】情報更新 

～2017年度入試以降も、TEAPの採用が進む～ 

 

早稲田大学 
2017年度入試： 

文化構想学部・文学部一般入試（英語4技能テスト利用型、仮称） 

 

明治大学 
2017年度入試： 

経営学部、一般選抜入試の一部に英語資格・検定試験を活用 

 

筑波大学 
2018年度推薦入試から導入（医学類は2017年度から導入） 

個別学力検査には2019年度入試から全学導入予定 
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①【TEAP】情報更新 
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①【IELTS】情報更新 

＜世界＞ 

2014年世界受験者数250万人突破。 

 

英国へのビザ取得において、IELTSが唯一英国国外で受験でき
る英語力証明テスト（Secure English Language Test）とし
て 英国政府より認定。 

 

＜国内＞ 

2014年度国内受験者数3.1万人突破。5年間で約4倍増。 

 

続々と発表されている入試への外部試験導入においても、 

TOEFL iBTに近い、高い採用率。 
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②【英検・TEAP・IELTS】入試における活用事例一覧 

大学名 学部名 開始入試年度 入試方式 英検 TEAP IELTS

筑波大学 全学部 2018 推薦入試 ○ ○ ○

筑波大学 全学部 2019 一般入試 ○ ○ ○

東京大学 全学部 2016 推薦入試 ○ ○

大阪大学 全学部 2017 適塾入試 ○ ○

金沢大学 人間社会学域　国際学類 2016 一般入試、推薦入試、帰国子女入試 ○ ○

広島大学 全学部 2016 推薦入試 ○ ○

広島大学 全学部 2017 一般入試 ○ ○

山口大学 国際総合科学 2015 一般入試 ○ ○

長崎大学 多文化社会 2016 一般入試 ○ ○

東京海洋大学 全学部 2016 一般入試、推薦入試 ○ ○

首都大学東京 全学部 2015 グローバル人材育成入試 ○ ○

早稲田大学 文学部、文化構想学部 2017 一般入試 ○ ○ ○

上智大学 全学部 2015 TEAP利用型入試 ○

東京理科大学 経営学部ビジネスエコノミクス学科 2016 一般入試グローバル方式入学試験 ○

明治大学 経営学部 2017 一般入試 ○ ○ ○

青山学院大学 文英米、地球、総文 2016 一般入試 ○

立教大学 全学部 2016 一般入試グローバル方式 ○ ○ ○

法政大学 グローバル教養等合計6学部 2016 英語外部試験利用入試(一般入試) ○ ○

国際基督教大学 アーツ＆サイエンス学科 2015 一般入学試験（B方式） ○

神田外語大学 全学部 2016 センター利用入試・全学統一入試 ○ ○ ○

獨協大学 全学部 2016 一般入試A外部検定試験活用型 ○ ○ ○

武蔵野大学 全学部 2016 グローバル方式（英語資格基準型） ○ ○ ○

武蔵野大学 グローバル学部等7学部 2016 AO入試 ○ ○ ○

南山大学 全学部 2016 全学統一入試等 ○ ○

中京大学 国際教養等10学部 2016 一般入試英語基準型 ○ ○ ○

名城大学 経営学部 2016 英語資格取得者特別入学試験 ○

名城大学 外国語学部 2016 英語資格取得者特別入学試験 ○ ○ ○

関西学院大学 全学部 2016 センター利用入試 ○ ○ ○

立命館大学 国際関係 2016 IR方式 ○ ○

立命館大学 全学部(法と理工除く) 2016 センター利用入試 ○ ○

近畿大学 国際学部 2016 外部試験利用精度(推薦入試一般公募) ○ ○ ○

エリザベト音楽大学 音楽学部 2016 一般入試（後期日程）、AO入試、奨学生入試 ○ ○ ○

西南学院大学 文学部外国語学科 2016 AO入試 ○ ○ ○

西南学院大学 外国語学科、商学科、経営学科、国際関係法学科 2016 公募推薦入試 ○ ○ ○

http://www.eiken.or.jp/
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③【英検・TEAP・IELTS】受験状況 

http://www.eiken.or.jp/
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③【英検・TEAP・IELTS】受験状況 

4,002 

http://www.eiken.or.jp/
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④センター試験・TEAP・英検 
対応付け調査結果報告  

 
 
 

http://www.eiken.or.jp/
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背景および目的 

 「英語力評価及び入学者選抜における英語の資格・検定試験の活用促進に関する連絡協議会 (文部科学省) 」
において外部試験活用が提案されている 

 そのなかで、CEFRをベースとした既存の英語テスト換算表の活用が案として示されている。現状、各社 

とも CEFR との対応をもとに換算表を作成しているが、データに基づく厳密な換算表ではない 

 英検協会では、大学入試センター試験、英検、TEAP等のテストを同一受験者に受験させ、データに基づく客
観的なテスト間の関連性を明らかにすることを目的に「相関調査」を実施した 

 本調査を今後大学・高校・受験者等に提供することにより、入試等における適正な外部資格検定試験の活用
を促すと共に、より具体的かつ正確な英語学習の目標設定を可能にすることを目的としている。 

調査方法 

 平成27年度大学入試センター試験 (2015年1月実施) で、英語筆記・英語リスニングの両方を受験し、大学入
試センター発行の成績通知書の提出が可能な方※を対象に以下の日程で複数のテストを受験させ、その 

相関を分析対象とした。 

試験 実施日程 受験者数（実績） 

英検模試（準1級～3級） 3月27日～4月19日  1,039名 

TEAP模試 3月29日～4月19日  995名 

※最終的に1,024名からセンター試験成績通知票の提出を受けた。 
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センター試験（筆記・リス得点250点満点）・TEAP (RLスコア200点満点) 散布図をベースにした回帰直線 

センター試験・TEAP RL 

相関係数 r=.798 

 
センター試験とTEAP RLと
の相関は高い。 

 

※入学者選抜への資格・検定試験活用をご検討中の教育機関様には、より詳細なデータ提供も可能ですので、適宜お問い合わせ下さい。 
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センター試験（筆記・リス得点250点満点）・英検CSE（RL合算）散布図をベースにした回帰直線 

 

センター試験・英検RL 

相関係数 r=.894 

 
センター試験と英検 RLと
の相関は高い。 

 

 

※入学者選抜への資格・検定試験活用をご検討中の教育機関様には、より詳細なデータ提供も可能ですので、適宜お問い合わせ下さい。 
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英検CSE（RL合算）・TEAP (RLスコア200点満点) 散布図をベースにした回帰直線 

 

英検RL・TEAP RL 

相関係数 r=.844 

 
TEAP RLと英検 RLとの 

相関は高い。 

 

※入学者選抜への資格・検定試験活用をご検討中の教育機関様には、より詳細なデータ提供も可能ですので、適宜お問い合わせ下さい。 
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お問い合わせ 

公益財団法人 日本英語検定協会  

教育事業部 塩崎・松平 

℡: 03-3266-5603 

support-kokusai@eiken.or.jp 

 

 

 

  www.eiken.or.jp  

 

    www.eiken.or.jp/teap  

 

 

      www.eiken.or.jp/ielts  
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